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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (1)①

ワンポイント 「クロス形」です。

上の小さい三角形と，下の大きい三角形とは相似です。

上の三角形の 9 cmの辺が，下の三角形では 15 cmにあたります。

9 ： 15＝ 3 ： 5 です。

上の三角形の□ cmにあたるのが，下の三角形では 20 cmです。

よって，□cmと 20 cmの長さの比も 3 ： 5 になります。

□cmが 3山ぶん，20 cmが 5山ぶんにあたります。

1山あたり，20÷5＝ 4 （cm）です。

□cmは 3山ぶんなので，4×3＝ 12 (cm)です。
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□

15 cm

20 cm

9 cm

□
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20 cm
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□

15 cm

20 cm



- 3 -

演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (1)②

ワンポイント 「クロス形」です。

左の小さい三角形と，右の大きい三角形とは相似です。

左の三角形の 10 cmの辺が，右の三角形では 15 cmにあた

ります。

10 ： 15＝ 2 ： 3 です。

12 cmの部分も，2 ： 3 になります。

右の図のように，2山と 3山合わせて，2＋3＝ 5 （山）が，

12 cmです。

1山あたり，12÷5＝ 2.4 (cm)です。

□は 3山にあたりますから，2.4×3＝ 7.2 (cm)です。

12 cm

15 cm10 cm

□

12 cm

15 cm10 cm

□

□

12 cm

15 cm10 cm
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (1)③

ワンポイント 「ピラミッド形」です。「ずん，ずん」と辺が長くなるような解き方で解説します。

右の図において，6 ： 3＝ 2 ： 1 です。

2山と 1山，というイメージですね。

よって，右の図のように横線を引くことができます。

もっとも短い横線を１ とすると，２，３，のように長くなっていって，

もっとも長い横線である 12 cmは，3 にあたります。

3 あたり 12 cmですから，1 あたり 12÷3＝ 4 (cm)です。，

□は 2にあたりますから，4×2＝ 8 (cm)です。

□

6 cm

3 cm

12 cm

□
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□
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (1)④

ワンポイント 「ピラミッド形」です。「ずん，ずん」と辺が長くなるような解き方で解説します。

右の図において，15 ： 6＝ 5 ： 2 です。

5山と 2山，というイメージですね。

よって，右の図のように線を引くことができます。

よって，□cmと 4 cmも，5 ： 2 になります。

1 あたり，4÷2＝ 2 （cm）です。

□cmは 5 にあたりますから，2×5＝ 10 (cm)です。

15 cm 6 cm
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (2)①

ワンポイント 「ピラミッド形」です。「ずん，ずん」と辺が長くなるような解き方で解説します。

9 cm ： 6 cm＝ 3 ： 2 です。

3山と 2山，というイメージですね。

よって，右の図のように線を引くことができます。

もっとも短い横線を１ とすると，２，３，４，５のように長くなって

いきますから，ＡＢは 5，ＤＥは 2 にあたります。

よって，ＡＢ ： ＤＥ は，5 ： 2 になります。

9 cm 6 cm

9 cm 6 cm

9 cm 6 cm
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (2)②

ワンポイント 相似図形の面積比は，「平方数」になることに注意しましょう。

三角形ＡＢＣと三角形ＤＥＣは，大きさはちがいますが同じ形をしています。

右の図のように，三角形ＡＢＣと三角形ＤＥＣを

ぬき出して書くと，解きやすくなります。

辺の長さの比は，ＢＣ ： ＥＣ＝ (9＋6) ： 6＝ 15 ： 6＝ 5 ： 2 です。

（ 3 ： 2 ではないことに注意しましょう。）

辺の長さの比が 5 ： 2 なら，

面積の比は平方数の比になって，

（5×5） ： （2×2）＝ 25 ： 4 です。

よって，三角形ＡＢＣの面積を 25，

三角形ＤＥＣの面積を 4 とすると，

台形ＡＢＥＤの面積は，25－4＝ 21 にあたります。

台形ＡＢＥＤと三角形ＤＥＣの面積の比は，21 ： 4 になります。

Ｄ
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Ａ

Ｂ
Ｃ

6 cm
Ｃ

Ｄ

Ｅ

9 cm 6 cm

Ａ

Ｂ
Ｃ

25
6 cm

Ｃ

Ｄ

Ｅ

4

9 cm 6 cm

Ａ

Ｂ
Ｃ

21

4

Ｅ



- 8 -

演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (3)①

ワンポイント cmの単位で計算しましょう。

1 ｍ＝ 100 cmですから，800 ｍ＝ 80000 cm です。

1
実際の長さが 80000 cmある道のりは， の地図上では何cmになるかという問題です。

20000

1
地図上では 80000 cmの になるので，80000÷20000＝ 4 (cm)になります。

20000
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (3)②

1 1
ワンポイント 面積の場合は，たても ，横も にします。

20000 20000

たとえば， という図形があったとします。

1 1
この図形を，縮尺 の地図にちぢめる場合，たてだけ にすると と

5 5

なってしまい，変ですね。

1
また，横だけ にすると となってしまい，これも変ですね。

5

1
たても横も にすれば， となってＯＫです。

5

1 1
縮尺 の地図の場合は，たても横も になって，面積が 30 cm2になったわけです。

20000 20000

実際の面積÷20000÷20000＝30 cm2ですから，

実際の面積は， 30×20000×20000＝12000000000 （cm2）です。

cm2 を km2に直すには，右の表のように，

ケタを 2＋2＋2＋4＝ 10 （個）左へずらします。

12000000000 には 0 が 9個ついているのでそれを消して 12 になり，あと 1個ぶん小数点を移動させ

るのですから，答えは 1.2 km2です。

km
2
ha a m

2
cm

2

2 2 2 4

mm
2

2
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 2 (1)

ワンポイント ウルトラハイパー簡単な問題です。

三角形ＡＣＤの底辺は右の図のアの部分ですから，8＋6＝ 14 （cm）

です。

高さはＡＢですから 10 cmです。

よって三角形ＡＣＤの面積は，底辺×高さ÷2＝ 14×10÷2＝ 70 （cm2）

です。

反復問題（基本） 2 (2)

ワンポイント クロス形をさがしましょう。

右の図のしゃ線をひいた 2つの三角形が，クロス形になっています。

ＡＤ ： ＥＣ は，ＡＦ ： ＦＣ と同じです。

よって，ＡＦ ： ＦＣ＝ 14 ： 6＝ 7 ： 3 です。

反復問題（基本） 2 (3)

ワンポイント いろいろな解き方がありますが，クロス形の「高さの比」を求める解き方で解説します。

(2)で，右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形はクロス形になって

いて，長さの比は 7 ： 3 であることがわかりました。

よって，高さの比である イ ： ウ も，7 ： 3 です。

イとウ合わせて 10 cmですから，イの長さは，10÷（7＋3）×7＝

7 （cm）です。

三角形ＡＦＤの底辺は 14 cm，高さは 7 cmですから，面積は，14×7÷2＝ 49 （cm2）です。

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ 6 cm

ア

10 cm
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Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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8 cm

14 cm

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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10 cm

8 cm

14 cm

イ

ウ



- 11 -

演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 3 (1)

ワンポイント 相似な三角形の場合，「高さ：底辺 」は同じ比になります。

三角形ＡＢＣの高さは 20 cm，底辺は 30 cmです。

よって三角形ＡＢＣの「高さ：底辺 」は，20 ： 30＝ 2 ： 3 です。

右の図のしゃ線をつけた三角形ＡＤＦは，三角形ＡＢＣと相似です。

三角形ＡＢＣの「高さ：底辺 」が 2 ： 3 ですから，同じ形である

三角形ＡＤＦの「高さ：底辺 」である ＡＤ ： ＤＦ も，やはり 2 ： 3 にな

ります。

反復問題（基本） 3 (2)

ワンポイント (1)でわかった比を利用します。

(1)で， ＡＤ ： ＤＦが 2 ： 3 であることがわかりました。

そこで，ＡＤの長さを②，ＤＦの長さを③にします。

四角形ＤＢＥＦは正方形ですから，たてと横は同じ長さです。

四角形ＤＢＥＦの横の長さはＤＦなので③ですから，たての長さである

★も③です。

よってＡＢの長さである 20 cmは，②＋③＝⑤にあたります。

①あたり，20÷5＝ 4 （cm）です。

正方形ＤＢＥＦの 1辺は③ですから，4×3＝ 12 （cm）です。

よって正方形ＤＢＥＦの面積は，1辺× 1辺＝ 12×12＝ 144 （cm2）です。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

20 cm

30 cm

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

20 cm

30 cm

Ａ

Ｂ ＣＥ

Ｆ

30cm

②

③

★
20cm
Ｄ
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 4 (1)

ワンポイント を適当に48度などにして，角度を書き込んでいって答えを求めるズルい方法もあります。

右の図のように を持っている直角三角形の， でも直角でも

ない角を とすると， と の和は，180－90＝ 90 （度）です。

ところで，右の図の★は 90度で，★を折り返した角である☆も

やはり 90度です。

☆は 90度なので，右の図の と の和も，180－90＝ 90 （度）

です。

ところで， と の和は 90度でした。

と の和も 90度であるということは， は と同じでなければなりま

せん。

同じように考えて，右の図の角クは です。

よって， の角と大きさが等しい角は，クです。

16 cm

10 cm

8 cm

16 cm

10 cm

8 cm

★

☆

16 cm

10 cm

8 cm

★

☆

ク

16 cm

10 cm

8 cm

★

☆
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（基本） 4 (2)

ワンポイント 相似な三角形をさがしましょう。

右の図の◎は，16－10＝ 6 （cm）です。

△は，10 cmを折り返した辺なので 10 cmです。

よって，しゃ線をつけた三角形の 3つの辺の長さの比は，

◎ ： 8 ：△＝ 6 ： 8 ： 10＝ 3 ： 4 ： 5 です。

右の図のしゃ線をつけた三角形は相似ですから，3つの辺の

長さの比は，やはり 3 ： 4 ： 5 です。

③，④，⑤にすると，④にあたるのが 16 cmです。

①あたり，16÷4＝ 4 （cm）です。

求めたいのは③ですから，4×3＝ 12 （cm）です。

16 cm

10 cm

8 cm

◎

△

16 cm

10 cm

8 cm
10 cm

6 cm

③

④

⑤

16 cm

10 cm

8 cm
10 cm

6 cm

③

④

⑤
□
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 1

ワンポイント 「ピラミッド形」です。「ずん，ずん」と辺が長くなるような解き方で解説します。

右の図には，「21 cm」 と 「70 cm」 が登場しています。

ところで，かけ算の九九の中で，「21」 も 「70」 も出てくるのは，

何の段でしょう。

7 の段に，「7×3＝21」，「7×10＝70」と，「21」 も 「70」 も登場

しますね。

右の図のように，7，14，21，…という長さがあるものと考えます。

次に，ＢＣの長さを求めるために，右の図のように，①，②，③，…，⑩と

します。

21 cmは⑦にあたるので，①あたり，21÷7＝ 3 （cm）です。

ＡＤの長さは⑩にあたるので，3×10＝ 30 （cm）になります。

21cm

70cm

？

70cm

？

7
14

28
21

35
42
49
56
63

70cm

？

21

①
② ④

⑨

③

⑤

⑧
⑦
⑥

⑩
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 2 (1)

ワンポイント 「ピラミッド形」でも解けますが，「クロス形」の方が理解しやすいです。

右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形は，クロス形になって

います。

12 cm ： 8 cm＝ 3 ： 2 ですから，ア ： イ も 3 ： 2 です。

アとイの合計は 30 cmですから，アの長さは，

30÷（3＋2）×3＝ 18 （cm）です。

よって三角形ＡＢＦの底辺が 18 cm，高さが 12 cmになるので，面積は 18×12÷2＝ 108 （cm2）です。

反復問題（練習） 2 (2)

ワンポイント 三角形ＡＧＦを利用している「クロス形」をさがしましょう。

(1)で，ＡＦの長さは 18 cmであることがわかりました。

右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形は，クロス形になって

います。

長さの比は，18 ： 30＝ 3 ： 5 です。

よって 2つの三角形の高さの比も，3 ： 5 です。

高さの合計は 12 cmですから，三角形ＡＧＦの高さは，

12÷（3＋5）×3＝ 4.5 （cm）です。

三角形ＡＧＦの底辺は 18 cmで，高さは 4.5 cmですから，

三角形ＡＧＦの面積は，18×4.5÷2＝ 40.5 （cm2）です。

Ａ Ｆ

Ｇ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

12cm12cm

30cm

8cm
ア

イ

Ａ Ｆ

Ｇ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

12cm12cm

30cm

8cm
18cm

Ａ Ｆ

Ｇ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

12cm12cm

30cm

8cm
18cm
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 3 (1)

ワンポイント 相似な三角形をさがしましょう。

右の図の三角形全体は，直角三角形です。

この直角三角形の，直角でない 2つの角を， と とすると，

と の合計は，180－90＝ 90 （度）です。

右の図の と ★の合計も 90度ですから， と ★は同じ大きさ

です。

よって，右の図の太線でかこまれた三角形は，しゃ線をつけた

三角形と相似です。

太線でかこまれた三角形の 3つの辺を「長・中・短」と名付ける」

と，「長」と「短」の長さの比が，9 ： 6＝ 3 ： 2 です。

よって，しゃ線をつけた三角形の 3辺のうち，もっとも長い辺と

もっとも短い辺の長さの比も，3 ： 2 になります。

もっとも長い辺の長さは 6 cmですから，6 cmが 3 にあたり，ａは

2にあたります。

1 あたり 6÷3＝ 2 （cm）ですから，2 にあたる ａの長さは，2×2＝ 4 （cm）です。

9cm

6cm

a

★

9cm

6cm

a

★

9cm

6cm

a

★

9cm
長

中 6cm

a

短

★

9cm

長
6cm

a短
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 3 (2)

ワンポイント ア・イ・ウと名付けて解いていきます。

右の図のように，三角形の 2つの角度を と にすると，

と の合計は 90度です。

右の図の太線でかこまれた三角形も直角三角形で， と★の

合計は 90度ですから，★は と同じ大きさです。

同じように考えると，右の図の☆は と同じ大きさです。

右の図のように，辺の長さをア・イ・ウと名付けます。

全体の三角形（太線部分）の3つの辺のうち，

もっとも短い辺と中くらいの長さの辺の比は，16 ： 20＝ 4 ： 5 です。

■をつけた三角形も相似なので，もっとも短い辺であるアと，

中くらいの長さの辺であるイとの比は，やはり 4 ： 5 です。

また，▲をつけた三角形も相似なので，もっとも短い辺であるイと，

中くらいの長さの辺であるウとの比は，やはり 4 ： 5 です。

ア：イ＝ 4 ： 5，イ：ウ＝ 4 ： 5 ですから，右の図のようになり，

ア：イ：ウ＝ 16 ： 20 ： 25 です。

求めたいのは ｂ ： ｃ なので，ア ：ウのことになり，答えは 16 ： 25 になります。

b

c

20cm

16cm

★

b

c

20cm

16cm

b

c

20cm

16cm

☆

b

c

20cm

16cm
ア

イウ

b

c

20cm

16cm
ア

イウ

■

▲

ア：イ：ウ

4： 5

4： 5

16 : 20 : 25
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 4 (1)

ワンポイント すぐるでは，「これこ～れ」，「こ～れこれ」と名付けている解き方で解説します。

ＡＧ ： ＧＣ＝ 2 ： 1，ＢＦ ： ＦC＝ 5 ： 4 です。

この問題は，ＡＤ ： ＤＥ ： ＥＢを求める問題です。

このような連比を求める問題の半分以上は，

「これこ～れ」 （ＡＤ ： ＤＢ），

「こ～れこれ」 （ＡＥ ： ＥＢ）を求めることによって，答えをみちびくことが

できます。

「これこ～れ」は，右の図によって，4 ： 5 であることがわかります。

また，「これ こ～れ」は，右の図によって，2 ： 1 であることがわかります。

（次のページへ）
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

「これ こ～れ」は 4 ： 5 ですが，このとき ＡＢ は，4＋5＝ 9になり，

「こ～れこれ」は 2 ： 1 ですが，このとき ＡＢ は，2＋1＝ 3になります。

ＡＢの長さが 9 と 3でそろっていないのはこまるので，ＡＢ を，

（ 9 と 3 の最小公倍数である） 9にします。

右の図のようになります。

ＡＤ＝ 4，ＤＥ＝ 6－4＝ 2，（または，ＤＥ＝ 5－3＝ 2，） ＥＢ＝ 3

ですから，ＡＤ ： ＤＥ ： ＥＢ＝ 4 ： 2 ： 3 になります。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 4 (2)

ワンポイント 四角形どうしは相似ではありません。三角形どうしの相似を利用しましょう。

(1)で，ＡＤ ： ＤＥ ： ＥＢ は，4 ： 2 ： 3 であることがわかりました。

この図形の中には，

三角形ＡＥＧ ，三角形ＤＥＨ ，三角形ＤＢＦ の，

3つの相似な三角形がふくまれています。 （本当は，あと1つ，三角形ＡＢＣ全体も相似です。）

3つの相似な三角形の長さの比は，6 ： 2 ： 5 です。

面積比は平方数になって，（6×6) ： （2×2） ： （5×5）＝ 36 ： 4 ： 25 です。

四角形ＡＤＨＧは 36－4＝ 32 にあたり，

四角形ＥＢＦＨは 25－4＝ 21 にあたります。

よって四角形ＡＤＨＧと四角形ＥＢＦＨの面積の比は，32 ： 21 に

なります。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 5 (1)

ワンポイント 三角形の「高さ ：底辺」を利用します。

全体の三角形の「高さ ：底辺」は，10 ： 30＝ 1 ： 3 です。

右の図のしゃ線をつけた三角形も相似なので，「高さ ：底辺」

は，1 ： 3 です。

高さを 1 ，底辺を 3 とします。

正方形の 1辺は 3 ÷2＝ 1.5 にあたります。

正方形のたてと横の長さは等しいので，右の図のように

書きこむことができます。

10 cmが， 1＋ 1.5＝ 2.5 にあたります。

1 あたり，10÷2.5＝ 4 （cm）です。

正方形の 1辺は 1.5 にあたりますから，4×1.5＝ 6 （cm）です。

30cm

10cm

30cm

10cm

30cm

10cm
31

30cm
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31

1.5 1.5

30cm

10cm
31
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 5 (2)

ワンポイント (1)と同じように，三角形の「高さ ：底辺」を利用します。

全体の三角形の「高さ ：底辺」は，160 ： 96＝ 5 ： 3 です。

右の図のしゃ線をつけた三角形も相似なので，「高さ ：底辺」は，5 ： 3 です。

高さを⑤，底辺を③とします。

正方形のたてと横の長さは等しいので，右の図のように書きこむことが

できます。

96 cmが，③＋⑤＝⑧にあたります。

①あたり，96÷8＝ 12 （cm）です。

アの正方形の 1辺は⑤にあたりますから，12×5＝ 60 （cm）です。

右の図の★の長さも 60 cmで，しゃ線をつけた三角形の

「高さ ：底辺」 も，やはり 5 ： 3 です。

（次のページへ）

96cm

160cm

ア

イ

96cm

160cm

ア

イ

⑤

③

96cm

160cm

ア

イ

⑤

③

⑤

96cm

160cm

ア

イ

36cm

60cm

60cm
★



- 23 -

演習問題集５下第２回 くわしい解説

高さを 5 ，底辺を 3 とします。

正方形のたてと横の長さは等しいので，右の図のように

書きこむことができます。

60cmが， 3 ＋ 5 ＝ 8 にあたります。

1 あたり，60÷8＝ 7.5 （cm）です。

イの正方形の 1辺は 5 にあたりますから，7.5×5＝ 37.5 （cm）です。

アの 1辺は 60 cm，イの 1辺は 37.5 cmであることがわかりました。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 6 (1)

ワンポイント 「 5 ： 12 ： 13 の直角三角形」は，「 3 ： 4 ： 5 」の次に大切な直角三角形です。

アは，75－60＝ 15 （cm）です。

正方形なので，たてと横の長さは等しく，エは75cmです。

よって イは，75－39＝ 36 （cm）です。

ウは 39 cmを折り返した辺ですから，長さは変わらないので

39 cmです。

よってア： イ ： ウは，15 ： 36 ： 39＝ 5 ： 12 ： 13 です。

右の図のように，直角三角形の直角でない角を， と と

すると，☆は直角で，☆を折り返した角である★も直角です。

よって， と？の合計も 180－90＝ 90 （度）になり，？は

と同じ大きさです。

相似になるので，右の図のオ ：カ ：キ も，5 ： 12 ： 13 になります。

求めたいのは，ＢＧですからキの長さです。

カを⑫，キを⑬にすると，60 cmが⑫にあたります。

①あたり，60÷12＝ 5 （cm）です。

よって ＢＧ は⑬ですから，5×13＝ 65 （cm）です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

反復問題（練習） 6 (2)

ワンポイント 三角形ＡＢＥ，三角形ＤＧＢ，三角形ＧＣＦは，どれも 5 ： 12 ： 13 の直角三角形です。

(1)で，ＢＧの長さは 65 cmであることがわかりました。

また，右の図の太線の長さは，正方形の 1辺を折り

返したものですから，75 cmです。

よってＧＣの長さは，75－65＝ 10 （cm）です。

右の図のしゃ線をつけた三角形も，相似なので

5 ： 12 ： 13 です。

ＧＣの長さである 10 cmが 5 ，ＣＦが 12 にあたります。

1 あたり10÷5＝ 2 （cm）です。

ＣＦの長さは，2×12＝ 24 （cm）です。

求めたいのは四角形ＢＥＦＧの面積でした。

この面積は，台形ＢＥＦＣから，三角形ＧＣＦを引く

ことによって求めることができます。

台形ＢＥＦＣの面積は，（24＋39）×75÷2＝ 2362.5

（cm2） です。

三角形ＧＣＦの面積は，10×24÷2＝ 120 （cm2）です。

よって四角形ＢＥＦＧの面積は，2362.5－120＝ 2242.5 （cm2）です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

トレーニング 1

(1) 上の三角形と下の三角形の長さの比は，10 ： 8＝ 5 ： 4 です。

よって□と 4の比も 5 ： 4 なので，□は 5 cmです。

(2) 左と右の三角形の長さの比は，12 ： 6＝ 2 ： 1 です。

よって ＡＯ と ＤＯの長さの比も 2 ： 1 なので，12 cmを 2 ： 1 に分けた 2の方の長さが□です。

12÷（2＋1）×2＝ 8 （cm）です。

(3) 小さい三角形と大きい三角形を抜き出して

書くと，右の図のようになります。

長さの比は，4 ： 8＝ 1 ： 2 です。

よって 3 cmと□ も 1 ： 2 になるので，□＝ 3×2＝ 6 （cm）です。

(4) かけ算の九九で，27 も 72 も登場するのは，「九の段」の

九九です。

右の図のように，ずん，ずん，…と，増えるイメージでとらえる

と，

ななめの辺も右の図のように分けることができます。

50 cmは 5山ぶんにあたるので，1山あたり，50÷5＝ 10 （cm）

です。

□は 3山ぶんなので，10×3＝ 30 （cm）です。

ＢＡ

Ｏ

Ｃ Ｄ

Ｏ

3cm

4cm

8cm

□

27cm

72cm

50cm

50cm

27cm

72cm

50cm

27cm

72cm

□

□

□



- 27 -

演習問題集５下第２回 くわしい解説

トレーニング 2

(1) 上の三角形と下の三角形の長さの比は，4 ： 6＝ 2 ： 3 です。

長さの比が 2 ： 3 なら，面積の比は平方数になって，（2×2） ： （3×3）＝ 4 ： 9です。

(2) 右の図の★の長さは，9＋3＝ 12 （cm）です。

小さい三角形と大きい三角形を抜き出し

て書くと，右の図のようになります。

長さの比は 9 ： 12＝ 3 ： 4 ですから，

面積の比は平方数になって，

（3×3） ： （4×4）＝ 9 ： 16 になります。

小さい三角形の面積を 9，大きい三角形の面積を16 とすると，

右の図のアの面積は 9，イの面積は 16－9＝ 7 にあたりますから，

ア ： イ は，9 ： 7 です。
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イ

9cm
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

トレーニング 3 (1)

① 右の図のように，2 cm，4 cm，6 cmとすると，

右の図のように，18 cmを 3山に分けることができます。

よって，ＢＦ ： ＦＤ は，2 ： 1 になります。

② ①の解説の図を見るとわかる通り，ＦＤは 18 cmを 3山としたときの，1山ぶんです。

よって ＦＤの長さは，18÷3＝ 6 （cm）です。

③ ＢＦ ： ＦＤ＝ 2 ： 1ですから，ＢＥ ： ＥＣ も，2 ： 1 です。

右の図のしゃ線部分の三角形はクロス形になっていて，

長さの比は，ＢＥ ： ＥＣ＝ 2 ： 1 です。

ＢＥ ： ＥＣが 2 ： 1 なら，ＡＢ ： ＤＣ も 2 ： 1 です。

ＤＣは 6 cmなので，ＡＢは 6×2＝ 12 （cm）です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

トレーニング 3 (2)

① 10 cm ： 15 cm＝ 2 ： 3 なので，右の図のようにＢＦを 2山，

ＦＤを 3山にするとことができます。

右の図のように線を引いて，①，②，③，④，⑤とすると，

10 cmが⑤にあたります。

①あたり，10÷5＝ 2 （cm）ですから，ＥＦ の長さである③は，

2×3＝ 6 （cm）です。

② 右の図のように，ＡＤにも山を書くと，ＡＥ ： ＥＤ は 2 ： 3 であることが

わかります。

右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形はクロス形になっています。

ＡＥ ： ＥＤ＝ 2 ： 3ですから，ＡＢ ： ＣＤ も 2 ： 3 です。

ＡＢは 10 cmですから，ＣＤは，10÷2×3＝ 15 （cm）です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

トレーニング 3 (3)

右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形はクロス形になっています。

長さの比は，4 ： 12＝ 1 ： 3 です。

よって，ＢＦ ： ＦＣ も，1 ： 3 です。

右の図のように，①，②，③，④と横線を引くと，④が 4 cmに

あたります。

①あたり 1 cmですから，③にあたるＥＦは，3 cmになります。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

トレーニング 4 (1)

全体の三角形の高さは 21 cm，底辺は 28 cmです。

よって全体の三角形の「高さ：底辺 」は，21 ： 28＝ 3 ： 4 です。

右の図のしゃ線をつけた三角形は，全体の三角形と相似です。

全体の三角形の「高さ：底辺 」が 3 ： 4 ですから，同じ形である

しゃ線をつけた三角形の「高さ：底辺 」も，やはり 3 ： 4 になります。

そこで，しゃ線をつけた三角形の高さを③，底辺を④にします。

正方形のたてと横は同じ長さです。

正方形の横の長さは④ですから，たての長さである

★も④です。

よって全体の三角形の高さである 21 cmは，③＋④＝⑦にあたります。

①あたり，21÷7＝ 3 （cm）です。

正方形の 1辺は④ですから，3×4＝ 12 （cm）です。

21 cm

28 cm

Ｂ

21 cm

28 cm

28cm

③

④
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

トレーニング 4 (2)

全体の三角形の高さは 45 cm，底辺は 36 cmです。

よって全体の三角形の「高さ：底辺 」は，45 ： 36＝ 5 ： 4 です。

右の図のしゃ線をつけた三角形は，全体の三角形と相似です。

全体の三角形の「高さ：底辺 」が 5 ： 4 ですから，同じ形である

しゃ線をつけた三角形の「高さ：底辺 」も，やはり 5 ： 4 になります。

そこで，しゃ線をつけた三角形の高さを⑤，底辺を④にします。

正方形のたてと横は同じ長さです。

正方形の横の長さは④ですから，たての長さである★も④です。

よって全体の三角形の高さである 45 cmは，⑤＋④＝⑨にあたります。

①あたり，45÷9＝ 5 （cm）です。

よって正方形の 1辺は④にあたりますから，5×4＝ 20 （cm）です。
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45cm
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45cm
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 1 (1)

右の図の△は 20 cmで，◎は 20－12＝ 8 （cm）です。

ＢＣ ： ＣＦ＝ 20 ： 12＝ 5 ： 3 ですから，右の図のように

山を書くことができます。

右の図のように①，②，…，⑧とすると，⑧が 8 cm

ですから，①あたり 1 cmです。

ＨＣの長さは③にあたるので，3 cmになります。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 1 (2)

(1)で，ＨＣの長さは 3 cmであることがわかりました。

右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形は相似です。

★の長さは 20－3＝ 17 （cm）なので，長さの比は

8 ： 17 です。

よってＢＧ：ＧＤも，8 ： 17 です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 1 (3)

(2)で，右の図の三角形の長さの比は 8 ： 17 であることが

わかりました。

よって，ＥＧ ： ＧＨ も 8 ： 17 です。

また，ＢＣ ： ＣＦ は(1)で求めたように 5 ： 3 ですから，

ＥＨ ： ＨＦ も 5 ： 3 です。

ＥＨの長さは，8 ： 17 の場合は 8＋17＝ 25 になり，

5 ： 3 での場合は 5 を表しているので，これをそろえます。

5 を 5倍すれば 25 になるので，3 も 5倍して 15にします。

よって，ＥＧ ： ＧＨ ： ＨＦ＝ 8 ： 17 ： 15 です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 2 (1)

ＡＤ ： ＢＣ＝ 2 ： 3 なので，ＡＤ を 2，ＢＣ を 3 にします。

Ｅ は ＡＤの真ん中ですから，ＡＤが 2なら，ＡＥ も ＥＤ も 1です。

右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形は，クロス形なので相似です。

ＥＤ ： ＢＣ＝ 1 ： 3 ですから，ＥＧ ： ＧＣ も 1 ： 3 です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 2 (2)

(1)で，右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形はクロス形なので相似で

あることがわかりました。

ＥＤ ： ＢＣ＝ 1 ： 3 ですから，ＥＧ ： ＧＣ も 1 ： 3 になり，

ＤＧ ： ＧＢ も 1 ： 3 です。

同じようにして，右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形はクロス形なの

で相似ですから，ＡＤ ： ＢＣが 2 ： 3 なら，ＤＦ ： ＦＢ も 2 ： 3 です。

ＤＢの長さは，

ＤＧ ： ＧＢ＝ 1 ： 3 の場合は 1＋3＝ 4で，

ＤＦ ： ＦＢ＝ 2 ： 3の場合は 2＋3＝ 5です。

4 と 5 をそろえるために，最小公倍数の 20 にします。

(次のページへ)
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

4 の方を 20 にするためには，20÷4＝ 5 (倍)し，

1 と 3 は 5 と 15 になります。

5の方を 20 にするためには，20÷5＝ 4 (倍)し，

2 と 3 は 8 と 12 になります。

ＤＧは 5，ＧＦ は 8－5＝ 3， (または，15－12＝ 3，)

ＦＢ は 12 ですから，ＤＧ ： ＧＦ ： ＦＢ＝ 5 ： 3 ： 12 です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 3

この正三角形の 1辺は 42 cmなので，右の図の

アは 42－30＝ 12 (cm)，イは 42－26＝ 16 (cm)，

ウは 26 cmを折り返した辺なので 26 cmです。

右の図のようになります。

右の図の★をつけた角度は，すべて(正三角形ですから) 60度です。

(次のページへ)
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

右の図のように●，〇としたとき，★と●と〇の和は 180度です。

右の図のＣの近くにある，？と★と〇の和も 180度ですから，

？は●と同じ角度です。

同じように考えて，三角形ＣＢＤの 3つの角の和も 180度ですから，

右の図の☆は〇と同じ角度です。

よって，右の図のようになります。

(次のページへ)
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

右の図の2つの三角形は，どちらも★，●，〇の 3つの角になって

いるので，相似です。

三角形ＡＣＥは，「長・中・短」の 3つの辺の長さの比は，

30 ： 26 ： 16＝ 15 ： 13 ： 8 です。

相似ですから，三角形ＢＤＣの「長・中・短」の 3つの辺の長

さの比も，15 ： 13 ： 8 です。

⑧にあたるのが 12 cmですから，①あたり，12÷8＝ 1.5 (cm)です。

ＢＤは⑮にあたるので，1.5×15＝ 22.5 (cm)です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 4 (1)

三角形の面積は 「底辺×高さ÷ 2 」 で求めることができますが，

三角形ＥＢＦ の場合は，ＥＨ を「底辺」，ＢＣ を「高さ」にすることができ

ます。なぜならば，

三角形ＥＢＨなら，ＥＨが「底辺」，ＢＧが「高さ」で，

三角形ＥＨＦなら，ＥＨが「底辺」，ＧＣが「高さ」です。

(次のページへ)
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

よって，三角形ＥＢＨ と三角形ＥＨＦの合計である三角形ＥＢＦは，

「底辺」は ＥＨで，「高さ」は ＢＧ と ＧＣの合計である ＢＣになります。

三角形ＥＢＦの面積は 160 cm2で，「高さ」はＢＣなので 20 cmです

から，「底辺」×20÷2＝ 160 となります。

よって，「底辺」＝ 160×2÷20＝ 16 (cm)となり，ＥＨ は 16 cmです。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 4 (2)

(1)で，ＥＨは 16 cmであることがわかりました。

よって，右の図のアは 25－16＝ 9 (cm)です。

また，イは，25－10＝ 15 (cm)です。

右の図のようになります。

ＨＧの 9 cmと，ＦＣの 15 cmの 「 9 と 15 」 は，「三の段の九九」に

登場しています。

「三の段の九九」は，3，6，9，12，15 となりますから，右の図の

ようになり，

ＢＧは3山，ＧＣは2山にあたります。

よってＢＧの長さは，20÷(3＋2)×3＝ 12 (cm)になるので，

ＡＥも 12 cmです。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 5 (1)

右の図のように考えて，③＝ 12 cmです。

①あたり，12÷3＝ 4 (cm)ですから，②である

ＩＥは，4×2＝ 8 (cm)です。

実戦演習 5 (2)

(1)で，右の図のように長さがわかりました。

また，右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形は

合同ですから，アとイは同じ長さです。

よってイは，12÷2＝ 6 (cm)です。

右の図のようになりますから，ＫＬの長さは，

6－4＝ 2 (cm)です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 5 (3)

四角形ＪＥＦＬの面積は，右の図の

太線でかこまれた三角形ＪＥＣから，

三角形ＬＦＣを引くことによって

求めることができます。

三角形ＬＦＣの面積は，12×4÷2＝ 24 (cm2)です。

右の図の太線部分は，クロス形になって

います。

ＡＤは正方形の 3辺ぶん，ＥＣは正方形の

2辺ぶんですから，長さの比は 3： 2です。

よって高さも3：2になり，三角形ＪＥＣの

高さは 12÷(3＋2)×2＝ 4.8 (cm)です。

したがって三角形ＪＥＣは，底辺が 12×2＝ 24 (cm)，高さが 4.8 cmなので，面積は，

24×4.8÷2＝ 57.6 (cm2)です。

三角形ＪＥＣの面積は 57.6 cm2で，三角形ＬＦＣの面積は 24 cm2ですから，四角形ＪＥＦＬの面

積は，57.6－24＝ 33.6 (cm2)です。
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演習問題集５下第２回 くわしい解説

実戦演習 6

全体の三角形の 「高さ ：底辺 」は，14 ： 42＝ 1 ： 3 です。

右の図のしゃ線をつけた三角形は全体の三角形と

相似なので，「高さ：底辺」は，やはり 1 ： 3 です。

高さを ，底辺を とします。

ところで，正方形に のように対角線を引くと， の の長さはすべて同じで

す。

よって，右の図のアの長さは ÷2＝ で，

イも です。

42 cmが， ＋ ＝ にあたります。

あたり，42÷3.5＝ 12 (cm)です。

つまり正方形の対角線が 12 cmなので，正方形の面積は，

対角線×対角線÷2＝12×12÷2＝ 72 (cm2)です。
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